
議会だより

15
2017年（平成29年）※写真は総務産業常任委員会視察（10/11-13）、教育福祉常任委員会視察（10/18-20）の１コマです。

（掲載に当たっては関係者の了解を得ています）

小学校の入学準備支援金の前倒し支給に向けての補正など
平成29年度補正予算および平成28年度決算などを議決、議決一覧
 …　2P
予算決算常任委員会ほかで議案審議、人事 … 3P
９月定例会一般質問　８人が登壇 … 4P
子ども議会報告、12月定例会日程など … 12P

号

こんにちは
野々市市議会です

総務産業委員会視察

教育福祉委員会視察
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Q　
ほ
っ
と
石
川
観
光
プ
ラ
ン
推
進

フ
ァ
ン
ド
創
設
資
金
貸
付
金
に
つ

い
て
の
詳
細
を
示
せ
。

A　
石
川
県
観
光
連
盟
が
行
っ
て
い

る
も
の
で
、
県
も
含
め
県
内
各
市

町
で
事
業
費
２
０
０
億
円
を
集
め
る
も
の

で
あ
る
。
運
用
益
は
１
年
間
２
億
と
見
積

も
っ
て
い
る
。
こ
の
運
用
益
を
観
光
連
盟

の
事
業
や
県
の
各
種
事
業
に
割
り
振
る
も

の
で
、
野
々
市
市
に
お
い
て
も
約
１
億
３
，

５
０
０
万
円
の
直
接
使
え
る
利
息
分
の
う

ち
、
全
国
椿
サ
ミ
ッ
ト
開
催
費
用
と
し
て

１
２
０
万
円
が
補
助
金
と
し
て
交
付
さ
れ

て
い
る
。

Q　
新
入
学
児
童
生
徒
の
入
学
準
備

支
援
金
の
支
給
は
ど
う
い
う
段
取

り
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

A　
保
護
者
へ
の
周
知
は
、
９
月
下

旬
か
ら
10
月
中
旬
に
か
け
て
行
わ

れ
る
就
学
時
健
診
の
と
き
に
保
護
者
に
チ

ラ
シ
と
申
請
書
を
配
布
し
、
10
月
末
日
ま

で
受
け
付
け
を
し
て
、
12
月
末
に
は
支
給

で
き
る
予
定
で
あ
る
。

Q　
中
央
地
区
整
備
事
業
に
か
か
わ

り
、
民
有
地
の
建
物
移
転
に
か
か

わ
る
建
物
補
償
の
費
用
を
示
せ
。

A　
物
件
移
転
補
償
契
約
は
総
額
で

７
億
円
余
り
で
あ
る
。
そ
の
内
、

引
っ
越
し
費
用
や
、
工
作
物
の
移
転
料
な

ど
を
除
い
た
、
建
物
の
移
転
補
償
費
は

６
億
４
，
０
０
０
万
円
余
り
で
あ
る
。

Q　
提
案
型
協
働
事
業
の
事
業
費
決

算
額
が
１
０
０
万
円
ち
ょ
う
ど
と

な
っ
て
い
る
が
、
内
訳
を
示
せ
。

A　
提
案
型
協
働
事
業
に
お
い
て
は
、

限
度
額
い
っ
ぱ
い
の
20
万
円
で
各

団
体
が
申
請
し
て
き
て
い
る
。
平
成
28
年

度
は
、
７
件
の
補
助
を
行
っ
て
い
る
。
１
、

２
位
の
団
体
に
は
18
万
円
を
、
３
、４
位
の

団
体
に
は
17
万
円
を
、
５
位
に
13
万
円
、

６
位
に
９
万
円
、
７
位
に
８
万
円
を
補
助

し
た
。Q　

敬
老
会
を
午
前
の
２
地
区
、
午

後
の
２
地
区
と
、
２
回
に
分
け
て

開
催
す
る
必
要
は
あ
る
の
か
。

A　
関
係
者
と
も
相
談
・
調
整
の
上
、

見
直
し
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

Q　
喜
多
家
住
宅
調
査
事
業
の
目
的

は
何
か
。

A　
す
で
に
母
屋
と
道
具
倉
が
重
要

文
化
財
指
定
と
な
っ
て
い
る
。
今

調
査
し
て
い
る
の
は
母
屋
の
裏
側
に
続
く

酒
造
関
係
の
施
設
で
あ
る
。
市
は
国
の
重

要
文
化
財
指
定
に
向
け
調
査
し
て
い
る
。

120 万円の運用益において「おもてなしテント」を設置
（今年３月本市にて開催の全国椿サミット）

人
　
　
事

野
々
市
市
公
平
委
員
会
　
委
員

　
小
畠
　
邦
雄
（
押
越
１
丁
目
）

野
々
市
市
教
育
委
員
会
　
委
員

　
安
嶋
　
是
晴
（
本
町
２
丁
目
）

平成 29年９月定例会 ○＝賛成、×＝反対　　※議長（早川　彰一）は採決に加わりません。

議　　案　　名

議

決

日

議
決
結
果

五
十
川
員
申

北
村
　
大
助

馬
場
　
弘
勝

安
原
　
　
透

宮
前
　
一
夫

西
本
　
政
之

中
村
　
義
彦

杉
林
　
　
敏

金
村
　
哲
夫

辻
　
　
信
行

早
川
　
彰
一

尾
西
　
雅
代

土
田
　
友
雄

大
東
　
和
美

岩
見
　
　
博

議案第49号 平成29年度野々市市一般会計補正予算（第２号）について 9月27日 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ 〇

議案第50号 平成29年度野々市市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）に
ついて 9月27日 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ 〇

議案第51号 平成29年度野々市市介護保険特別会計補正予算（第１号）につい
て 9月27日 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ 〇

議案第52号 平成28年度野々市市一般会計歳入歳出決算認定について 9月27日 認 　 定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ×

議案第53号 平成28年度野々市市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定に
ついて 9月27日 認 　 定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ×

議案第54号 平成28年度野々市市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認
定について 9月27日 認 　 定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ×

議案第55号 平成28年度野々市市介護保険特別会計歳入歳出決算認定につい
て 9月27日 認 　 定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ×

議案第56号 平成28年度野々市市水道事業会計未処分利益剰余金の処分につ
いて 9月27日 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ 〇

議案第57号 平成28年度野々市市水道事業会計決算認定について 9月27日 認 　 定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ 〇

議案第58号 平成28年度野々市市公共下水道事業会計決算認定について 9月27日 認 　 定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ 〇 〇

議案第59号 野々市市営住宅条例の一部を改正する条例について 9月27日 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ 〇

議案第60号 「特定事業契約の締結について」の議決の一部変更について 9月27日 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ×

議案第61号 市道路線の廃止について 9月27日 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ 〇

議案第62号 市道路線の認定について 9月27日 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ 〇

議案第63号 野々市市公平委員会委員の選任につき同意を求めることについて 9月6日 同 　 意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ 〇

議案第64号 野々市市教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて 9月27日 同 　 意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ 〇

議会議案第４号 道路整備に係る補助率等の嵩上げ措置の継続を求める意見書 9月27日 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○

議会議案第５号 受動喫煙防止対策を進めるために健康増進法の改正を求める意
見書 9月27日 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○

議会議案第６号 所得税法の見直しを求める意見書 9月27日 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○

議会議案第７号 地方財政の充実・強化を求める意見書 9月27日 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○

議　決　結　果　一　覧

各
委
員
会
の
主
な
質
問
と
答
弁

９
月
15・19・20・21・22・26
日
の
６
日
間

９月
定例会

　平成 29年第３回９月定例会を９月６日から９月 27日までの
22日間の日程で開会し、粟貴章市長から提出された平成29年
度一般会計補正予算をはじめ、平成 28年度の一般会計・特別
会計など各会計の決算認定を行い、議案 16件と報告３件ほか
をいずれも全会一致もしくは賛成多数で可決・認定しました。
　おもな議案のうち、平成 27年９月 30日議決した特定事業
契約の締結の一部変更するものでは、中央地区の地域中心交流
拠点施設の整備敷地を拡張したことに伴い、民間施設であった
建物の解体撤去工事などの経費約３億円を追加し、総額 87億
６,809万 402円とする変更を議決しました。

平成29年度一般会計補正予算
小中学校入学準備支援金、
前年12月末頃支給へ

予
算
決
算
常
任
委
員
会
・
総
務
産
業
常
任
委
員
会
・
教
育
福
祉
常
任
委
員
会
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一般質問 一般質問

ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
の
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
対
応
せ
よ

Ｑ
本
市
ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
の
端
末
別

閲
覧
者
数
は
？

Ａ
企
画
振
興
部
長
●
平
成
28
年
度
に

お
け
る
本
市
ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
の
総

閲
覧
回
数
は
62
万
３
８
０
回
で
、
閲
覧
回

数
は
毎
年
伸
び
て
き
て
い
る
。
端
末
別
で

は
、
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
な
ど
の
パ
ソ
コ
ン
か

ら
は
29
万
５
，２
１
４
回
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
な
ど
の
モ
バ
イ
ル
端
末
か
ら
は

30
万
１
，３
７
１
回
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
か

ら
は
２
万
３
，７
９
５
回
と
な
っ
て
い
る
。

Ｑ
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
に
よ
る
閲
覧
数
が
伸
び

て
き
て
い
る
中
、
ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
の
対
応

が
さ
れ
て
い
な
い
の
は
な
ぜ
か
？

Ｊ
Ｒ
野
々
市
駅
周
辺　
魅
力
的

な
駅
前
商
業
地
形
成
に
つ
い
て

Ｑ
野
々
市
市
立
地
適
正
化
計
画
で

は
「
行
政
機
能
・
商
業
機
能
の
い

ず
れ
か
を
核
と
し
た
複
合
施
設
を
誘
導
施

設
と
し
ま
す
」
と
明
記
し
て
あ
る
。
計
画

段
階
か
ら
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
で
広
く

立
案
を
求
め
る
べ
き
だ
。

Ａ
産
業
建
設
部
長
●
Ｊ
Ｒ
野
々
市

駅
周
辺
エ
リ
ア
は
利
便
性
の
高

い
都
市
機
能
誘
導
区
域
に
設
定
し
て
い

る
。
誘
導
す
べ
き
複
合
施
設
の
整
備
に
つ

い
て
は
、
官
民
問
わ
ず
幅
広
く
事
業
展
開

さ
れ
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。
民
間
活

力
を
用
い
た
事
業
方
式
の
検
討
は
必
要
で

あ
る
。

Ｑ
駅
前
は
行
政
の
所
管
が
複
数
に

ま
た
い
で
い
る
。
時
間
が
か
か

る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
と
い
い
ま

し
ょ
う
か
、
連
携
す
る
専
門
の
部
署
が
必

要
で
は
な
い
か
。

Ａ
市
長
●
具
体
的
に
事
業
化
に
向

け
て
計
画
が
進
む
よ
う
な
時
が

来
た
ら
庁
内
横
断
的
な
組
織
を
検
討
す
べ

き
と
思
っ
て
い
る
。
時
期
が
来
た
ら
検
討

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

利用者に優しいwebサイトに
変更せよ

Ａ
企
画
振
興
部
長
●
平
成
26
年
、
27

年
度
あ
た
り
か
ら
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
の
閲
覧
が
ふ
え
て
き
て
い
る
と

い
う
現
状
は
把
握
い
る
。
ま
た
、
対
策
が

必
要
だ
と
い
う
認
識
は
あ
る
。
今
現
在
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
シ
ス
テ
ム
は
、
平
成

21
年
４
月
に
導
入
し
た
も
の
で
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
用
の
ペ
ー
ジ
を
つ
く
れ
る
シ
ス

テ
ム
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
平
成
27

年
度
に
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
を
し
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
用
の
ペ
ー
ジ
を
つ
く
れ
る

シ
ス
テ
ム
に
は
な
っ
て
い
る
。
パ
ソ
コ
ン

用
の
ペ
ー
ジ
と
は
別
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

用
の
ペ
ー
ジ
を
つ
く
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
シ
ス
テ
ム
な
の
で
、
対
応
に
は
全
部

ペ
ー
ジ
を
改
め
て
つ
く
り
、
ま
た
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
も
パ
ソ
コ
ン
の
ペ
ー
ジ
と
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
用
の
ペ
ー
ジ
も
同
時
に
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
為
、
な

か
な
か
対
応
が
で
き
な
か
っ
た
。

Ｑ
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
野
々
市
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
訪
れ
る
人
、

パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
野
々
市
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
訪
れ
る
人
、
見
よ
う
と
す
る
情

報
が
違
う
。
こ
れ
も
ｗ
ｅ
ｂ
訪
問
者
の
解

析
を
行
っ
て
い
る
の
で
す
で
に
把
握
し
て

い
る
と
思
う
が
、
利
用
端
末
に
よ
っ
て
、

ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
の
メ
ニ
ュ
ー
の
順
番
や
必

要
と
し
て
い
る
情
報
の
サ
イ
ズ
を
変
え
る

野
々
市
市
中
央
公
園
拡
張
計
画

の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

Ｑ
こ
の
計
画
は
大
変
大
事
な
計
画

だ
。
計
画
策
定
の
進
捗
具
合
を
含

め
た
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
示
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

Ａ
建
設
産
業
部
長
●
本
事
業
は
平

成
27
年
度
に
基
本
構
想
を
策
定

し
た
。
中
央
公
園
に
体
育
施
設
を
拡
張
す

る
目
的
も
あ
り
、
今
後
は
、
体
育
施
設
整

備
基
本
計
画
の
方
針
に
基
づ
き
検
討
さ
れ

る
具
体
的
な
体
育
施
設
の
決
定
を
反
映
し

て
、
拡
張
の
事
業
計
画
策
定
を
し
た
い
。

タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
事
業
計
画
策
定

後
、
事
業
認
可
を
受
け
、
拡
張
部
分
の
用

地
取
得
を
行
い
、
施
設
ご
と
の
詳
細
な
実

施
設
計
、
造
成
工
事
、
施
設
整
備
工
事
の

順
に
実
施
す
る
。
整
備
す
る
体
育
施
設
の

種
類
や
規
模
な
ど
が
大
き
く
影
響
す
る
の

で
、
事
業
計
画
で
詳
細
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

を
確
定
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ
い
つ
計
画
策
定
が
出
来
上
が
る

の
か
。

Ａ
産
業
建
設
部
長
●
平
成
32
年
度

ま
で
に
策
定
予
定
の
公
共
施
設

総
合
管
理
計
画
の
個
別
計
画
に
遅
れ
が
な

い
よ
う
に
具
体
的
な
体
育
施
設
を
決
定
し

た
い
。
そ
の
後
、
公
園
拡
張
の
事
業
計
画

できれば来年度に実施できるのが
望ましいと考えている

な
ど
も
良
い
と
思
う
が
検
討
し
て
は
ど
う

か
？Ａ

企
画
振
興
部
長
●
次
年
度
以
降

に
つ
い
て
は
、
そ
う
い
っ
た
あ
ら

ゆ
る
選
択
肢
を
十
分
調
査
研
究
し
な
が
ら

進
め
て
い
き
た
い
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て

お
り
ま
す
。

災
害
時
に
利
用
す
る
も
の
の
デ

ザ
イ
ン
を
見
直
せ

Ｑ
今
年
の
防
災
訓
練
か
ら
新
た
な
取

り
組
み
と
し
て
市
民
に
よ
る
避
難

所
開
設
、運
営
、撤
収
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

緊
急
時
、
ス
ム
ー
ズ
に
運
営
で
き
る
よ
う

マ
ニ
ュ
ア
ル
や
、
道
具
を
デ
ザ
イ
ン
を
見

直
す
事
で
よ
り
使
い
や
す
く
せ
よ
。

Ａ
総
務
部
長
●
万
が
一
の
災
害
時

に
お
け
る
防
災
対
策
の
マ
ニ
ュ
ア

ル
な
ど
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
機
会

あ
る
ご
と
に
関
係
す
る
い
ろ
ん
な
方
々
の

ご
意
見
や
ご
提
案
を
反
映
し
な
が
ら
、
必

要
な
改
善
や
見
直
し
を
こ
れ
ま
で
も
行
っ

て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
実
際
に
ど
う
い
っ
た
、
デ
ザ
イ
ン
が
良
い
か

の
提
案
も
し
な
が
ら
質
問
を
し
ま
し
た
。

を
策
定
す
る
。

Ｑ
中
央
公
園
拡
張
計
画
の
周
辺
一

帯
エ
リ
ア
の
将
来
像
は
市
長
に

と
っ
て
ど
の
よ
う
に
映
っ
て
い
る
の
か
伺

う
。Ａ

市
長
●
中
央
公
園
の
周
辺
一
帯

エ
リ
ア
は
、
健
康
・
交
流
・
防
災

を
テ
ー
マ
と
し
た
新
た
な
拠
点
整
備
を
図

る
と
と
も
に
、
地
域
内
の
積
極
的
な
緑
の

創
出
に
よ
り
、
う
る
お
い
の
あ
る
環
境
共

生
型
の
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
西
部
中
央
土
地
区
画
整
理
事

業
に
よ
る
健
康
・
医
療
・
福
祉
を
テ
ー
マ

と
し
た
計
画
的
な
都
市
基
盤
や
住
宅
地
を

整
備
す
る
と
と
も
に
、
墓
地
公
園
の
整
備

に
よ
り
定
住
化
促
進
を
目
指
し
ま
す
。
ま

た
、
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
活
動

の
普
及
と
振
興
を
目
的
と
し
た
体
育
施
設

の
拡
充
を
図
る
た
め
、
野
々
市
中
央
公
園

を
拡
張
す
る
こ
と
で
、「
み
ん
な
に
選
ば

れ
る
ま
ち
」
と
し
て
一
翼
を
担
う
新
た
な

市
街
地
と
し
て
形
成
さ
れ
る
も
の
と
思
っ

て
い
る
。
市
内
外
か
ら
訪
れ
る
多
く
の

方
々
の
歓
声
や
賑
わ
い
の
声
が
響
き
渡

り
、
健
康
で
笑
顔
と
活
気
に
あ
ふ
れ
る

人
々
の
姿
を
思
い
浮
か
べ
て
い
ま
す
。

　
次
年
度
の
予
算
に
こ
の
ス
マ
ホ
も
し
く
は
ｗ

ｅ
ｂ
デ
ザ
イ
ン
、
皆
さ
ん
の
見
や
す
い
、
市
民

の
皆
様
が
訪
れ
た
と
き
に
少
し
で
も
見
や
す
い

ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
の
デ
ザ
イ
ン
に
変
わ
る
こ
と
お

願
い
し
ま
し
た
。

事業計画の段階で公募型プロポーザルなど、
民間活力を用いた事業方式の検討は必要である

野々市市立地適正化計画の観点から JR野々市駅周辺
エリアはプロポーザルで広く立案を求めるべき

五十川 員申 議員

●デスクトップ
●モバイル端末
●タブレット端末

北村 大助 議員

一般質問のページは、各議員の
文責により編集されています。

一般質問のページは、各議員の
文責により編集されています。

一般質問を動画でご覧いただけます。
　※二次元コードは機種によりご利用いただけない場合があります。
　　PCからは、　https://goo.gl/uvBHwm

一般質問を動画でご覧いただけます。
　※二次元コードは機種によりご利用いただけない場合があります。
　　PCからは、　https://goo.gl/fdRFQi
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一般質問 一般質問

住宅改修制度の上乗せ制度に、本市独自
として浴室洗面台設置を加えてはどうか

Ｑ
小
学
生
の
夏
休
み
期
間
限
定
の

「
の
っ
テ
ィ
」
無
料
乗
継
券
を
無

料
乗
車
券
と
思
っ
て
利
用
す
る
子
ど
も
が

い
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
し
て
い
た

が
、
実
際
に
複
数
い
た
こ
と
報
告
さ
れ
て

い
る
。来
年
の
夏
休
み
期
間
に
は
、カ
レ
ー

ド
限
定
の
乗
継
券
と
２
つ
の
乗
継
券
が
生

じ
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
子
ど
も
に

と
っ
て
は
大
変
複
雑
な
こ
と
に
な
る
の
で

は
な
い
か
。
こ
の
際
、
野
々
市
市
の
将
来

を
担
う
子
ど
も
た
ち
へ
の
投
資
と
考
え
、

小
学
生
ま
で
「
の
っ
テ
ィ
」
運
賃
を
無
料

に
す
る
考
え
は
な
い
か
。

Ａ
企
画
振
興
部
長
●
小
学
生
の
無

料
乗
継
券
と
カ
レ
ー
ド
の
無
料

乗
継
券
と
２
つ
の
無
料
乗
継
券
が
混
在
す

る
事
態
に
な
る
こ
と
は
ご
指
摘
の
と
お
り

だ
と
思
う
。
来
年
の
夏
休
み
に
向
け
て
、

丁
寧
な
説
明
で
解
決
が
難
し
い
と
い
う
こ

と
に
な
れ
ば
、
無
料
乗
継
券
で
は
な
く
、

無
料
券
と
い
う
形
、
ま
た
券
を
使
わ
な
い

小学生まで「のっティ」運賃を
無料に

辻 信行 議員

入浴に関する支援ついては様々なサービスが
提供されているので給付対象の拡大は考えて
ない

で
と
い
う
方
法
を
検
討
す
る
こ
と
も
必
要

か
も
し
れ
な
い
。来
年
の
夏
休
み
に
向
け
、

子
ど
も
た
ち
が
利
用
し
や
す
い
方
法
を
考

え
て
い
き
た
い
。

Ｑ
高
齢
者
の
自
動
車
運
転
免
許
証

の
自
主
返
納
が
進
ま
な
い
の
と

合
わ
せ
、
回
数
券
が
使
わ
れ
な
い
理
由
の

一
つ
に
、
広
域
的
に
公
共
交
通
機
関
を
利

用
で
き
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
な
い
こ
と

も
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
対
応
策

と
し
て
、
一
定
期
間
と
範
囲
を
限
定
し
た

広
域
的
公
共
交
通
機
関
、
Ｊ
Ｒ
、
Ｉ
Ｒ
、

私
鉄
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
利
用
で
き

る
「
公
共
交
通
無
料
パ
ス
」
の
発
行
が
有

効
と
考
え
る
が
、
市
と
し
て
実
施
す
る
考

え
は
な
い
か
。
あ
わ
せ
て
、
県
に
対
し
て

も
、
県
内
市
町
各
関
係
機
関
、
事
業
者
へ

の
働
き
か
け
と
調
整
を
積
極
的
に
行
う
と

と
も
に
、
財
政
的
支
援
を
求
め
て
い
く
考

え
は
な
い
か
。

Ａ
総
務
部
長
●
公
共
交
通
無
料
パ

ス
な
ど
も
、
運
転
免
許
証
の
自
主

返
納
を
支
援
す
る
た
め
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
の
一
つ
に
な
る
も
の
と
は
思
い
ま
す

が
、
ま
ず
は
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た

交
通
安
全
対
策
を
広
げ
て
い
く
こ
と
が
大

事
だ
と
思
っ
て
い
る
。

Ｑ
教
職
員
の
長
時
間
過
密
労
働
解

消
に
向
け
た
負
担
軽
減
策
に
つ

い
て
、
文
科
省
の
教
育
審
議
会
特
別
部
会

は
、
タ
イ
ム
カ
ー
ド
を
使
っ
た
勤
務
時
間

の
管
理
や
、
事
務
作
業
を
代
行
す
る
専
門

ス
タ
ッ
フ
の
配
置
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
緊

急
提
言
を
ま
と
め
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、

文
部
科
学
省
は
、
来
年
度
予
算
の
概
算
要

求
に
あ
わ
せ
て
具
体
的
な
対
応
の
検
討
を

進
め
る
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
教
員
組

合
か
ら
の
政
策
提
言
も
あ
り
、
県
議
会
で

も
議
論
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
間
、
市

教
育
委
員
会
の
正
式
な
議
題
に
す
る
こ
と

を
求
め
て
き
た
が
、
正
式
な
議
題
と
し
て

審
議
さ
れ
た
こ
と
は
あ
る
か
。
様
子
見
に

な
ら
な
い
で
、
教
員
組
合
か
ら
意
見
を
聞

く
こ
と
も
含
め
、
正
式
な
議
題
と
し
て
審

議
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

Ａ
教
育
長
●
小
学
校
の
教
職
員
の

長
時
間
勤
務
の
状
況
は
、
授
業
の

改
善
、
授
業
研
究
、
学
級
経
営
等
の
こ
と

に
非
常
に
大
き
な
時
間
を
費
や
し
て
い

る
。
中
学
校
で
は
部
活
動
の
指
導
が
非
常

に
大
き
な
長
時
間
勤
務
の
要
因
に
な
っ
て

い
る
。
現
場
の
声
を
聞
く
方
法
は
幾
つ
か

あ
る
と
思
う
。
対
策
チ
ー
ム
な
り
、
現
場

の
声
を
反
映
す
る
よ
う
な
や
り
方
を
教
育

委
員
会
の
委
員
と
協
議
を
し
て
い
き
た

い
。

岩見 博 議員

来年の夏休みに向け、子どもたちが
利用しやすい方法を考えていきたい

のっティ小学生無料乗継券

布水中学校

つばき公園

つばきの郷公園

野々市交番

舩木病院

ののいち
白山醫院

アルビス

コストコ

アルビス
大阪屋

Aコープ

シャトレーゼ

粟田中央公園

ムサシ

ケーズデンキ

イオン

南部公園

アルビス

イオン

野々市消防署

北鉄
自動車学校

野々市小学校

御園小学校

ヤマダ
電機

カーマ

西松屋

マルエー

100満ボルト
バロー

ヤマキシ

バロー

御経塚史跡公園

JR野
々市
駅

JR西
金沢
駅

イオン

館野小学校
押野公民館

スポーツ
センター

ののいちバス（株）

交遊舎

マルエー

押野中央公園

金沢脳神経外科病院

中央公園

市営住宅

市民体育館

郷公民館
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石
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野
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南部浄水場

四十万

南交番

北交番

白山市

白山市

金沢市
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JR北
陸本
線

明倫高校
野々市中学校 菅原小学校

郷土資料館

図書館

中央
公民館

横宮緑地
ヴィテンののいち

金沢工業大学

富陽小学校

富奥防災コミュニティセンター
（富奥公民館）

県立大学
石川サニーメイト

末松廃寺跡公園

乙丸
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喜多記念館

中央公民館
中央公民館喜多記念館

本町4丁目

太平寺西

明倫高校

下林郵便局
老人福祉センター

堀内東

位 川下 林

三 納

太平寺

矢 作

郷 町

柳 町 菅 原

若 松

高 橋

住 吉

藤 平

中 林

上 林

末 松

太平寺郵便局

野々市中学校

野々市消防署

徳 用

下林会館

堀内公民館

郷公民館

清金団地

粟田中央

県立大学

南部公園

百々鶴荘

中林丸の内
富奥郵便局

南部浄水場

スポーツランド

サニーメイト

菅原団地

扇が丘東

工大前駅

太平寺東

23

22

藤平田南

堀内中央

二日市南

二日市北

15市営住宅前

堀内北

万葉台

蓮花寺

三日市

郷町南

東野々市

本押野

押越西

野代東二日市 押野駅口

御経塚西

23あやめ北

本町1丁目本町6丁目

押野2丁目

若葉台

押野保育園

布水中学校

つばき公園
御園小学校

あやめ

野々市駅南口前

御経塚中央

御経塚史跡公園

あすなろ団地口

野々市駅北口

押 野

押 越

稲 荷

野 代

長 池

扇が丘

藤平田
下林南下林西

下清金

明和特別支援学校

末松ガーデンアイル

上清金

新庄西

新庄南
上新庄

下新庄

新庄東

新庄北

乙丸駅

粟田北

矢作南

矢作西

富樫苑

菅原小学校

すみよし公園

金沢工業大学

本町4丁目

フォルテ
工業大学東

野々市市役所

地図記号

平成28年4月作成

N

バスルート
案内マップ

57

920

2110

214

11

46

2619

27 13

33

野々市駅南口

明和特別支援学校

公共施設

商業施設

その他施設

公園・緑地

北鉄『太平寺』バス停

病院・医院

交番

消防署

8

157

157乗継ぎ
バス停

乗継ぎ
バス停

乗継ぎ
バス停

もうすぐ

楽しい
夏休み

。

夏休み
に

のっティ
にのって

出かけよ
う！！

小学生
無料乗継券

夏季
限定

コミュニティバス

バスの乗り方・コミュニティバスのっティ夏季限定小学生無料乗継券の使い方

①バスの乗り口からお乗りください。

②車内アナウンスで乗継ぎ地点の停留所名
　（野々市駅南口・フォルテ・野々市市役所）が
　放送されたら降車ボタンを押してください。

③乗継ぎ地点の停留所に着いたらバスを降りる時に
　運賃箱にコミュティバスのっティ夏季限定小学生
　無料乗継券を入れて降りてください。

④次に目的地に行くためのバスに乗り継ぎます。

⑤車内アナウンスで目的地の
　停留所名が放送されたら
　降車ボタンを押してください。

⑥目的地の停留所に着いたらバスを降りる時に
　運賃箱に現金100円を入れて降りてください。

お願いと注意 （家の人と読んでください）

お問い合わせ　ののいちバス株式会社　ＴＥＬ076-246-7311（代表）　野々市市企画振興部地域振興課交通政策係　ＴＥＬ076-227-6118

とまります

★夏季限定小学生無料乗継券は、結節点（バスが同じ時間に
集まる停留所）の　　　 野々市駅南口、　　　フォルテ、
　　　　   野々市市役所でのみ使うことが出来ます。
（バスの回数券や乗車券ではありません）※コピー不可
★のっティに乗って出かける時は、おうちの人と話をしてか
ら出かけてください。
★わからないことや、心配なことがあったらバスが停車した
時に運転士さんに聞いてください。

郷土資料館ってどんなところ…？

スポーツセンターでトレーニング

スポーツランドでみんなでプール！

御経塚遺跡ってなんだろう…？

中央公
園で

ちょっ
と休憩

フォル
テで

乗り換
え。

←
無
料
乗
継
券
は
切
り
と
っ
て
使
っ
て
ね
。

1327 11
1 113

小学生
無料乗継券

夏季
限定

利用できるバス停
●●野々市駅南口
●●フォルテ
●●●野々市市役所
利用期間　
平成29年7月21日から
8月31日まで

コミュニティバス

27 13
1 1
13 1 1

おりるとき
運賃箱にいれてね

小学生
無料乗継券

夏季
限定

利用できるバス停
●●野々市駅南口
●●フォルテ
●●●野々市市役所
利用期間　
平成29年7月21日から
8月31日まで

コミュニティバス

27 13
1 1
13 1 1

おりるとき
運賃箱にいれてね

小学生
無料乗継券

夏季
限定

利用できるバス停
●●野々市駅南口
●●フォルテ
●●●野々市市役所
利用期間　
平成29年7月21日から
8月31日まで

コミュニティバス

27 13
1 1
13 1 1

おりるとき
運賃箱にいれてね

小学生
無料乗継券

夏季
限定

利用できるバス停
●●野々市駅南口
●●フォルテ
●●●野々市市役所
利用期間　
平成29年7月21日から
8月31日まで

コミュニティバス

27 13
1 1
13 1 1

おりるとき
運賃箱にいれてね

小学生
無料乗継券

夏季
限定

利用できるバス停
●●野々市駅南口
●●フォルテ
●●●野々市市役所
利用期間　
平成29年7月21日から
8月31日まで

コミュニティバス

27 13
1 1
13 1 1

おりるとき
運賃箱にいれてね

小学生
無料乗継券

夏季
限定

利用できるバス停
●●野々市駅南口
●●フォルテ
●●●野々市市役所
利用期間　
平成29年7月21日から
8月31日まで

コミュニティバス

27 13
1 1
13 1 1

おりるとき
運賃箱にいれてね

小学生
無料乗継券

夏季
限定

利用できるバス停
●●野々市駅南口
●●フォルテ
●●●野々市市役所
利用期間　
平成29年7月21日から
8月31日まで

コミュニティバス

27 13
1 1
13 1 1

おりるとき
運賃箱にいれてね

小学生
無料乗継券

夏季
限定

利用できるバス停
●●野々市駅南口
●●フォルテ
●●●野々市市役所
利用期間　
平成29年7月21日から
8月31日まで

コミュニティバス

27 13
1 1
13 1 1

おりるとき
運賃箱にいれてね

無料乗継券は１回の乗継ぎにつき、１枚必要です。

北部ルート
1周 45分
33バス停

１０．9ｋｍ

西部ルート
1周 45分
23バス停

１１．0ｋｍ

南部ルート
1周 45分
33バス停

１3．5ｋｍ

中央ルート
1周 45分
31バス停

１０．３ｋｍ

中央公園

郷土資料館

スポーツセンター

スポーツランド

Ｑ
団
塊
世
代
か
ら
以
前
の
住
宅
で

は
、
浴
室
洗
い
場
は
鏡
の
前
に
石

鹸
シ
ャ
ン
プ
ー
台
が
ほ
と
ん
ど
洗
面
台
は

付
い
て
い
な
い
の
が
現
状
だ
と
思
い
ま

す
。
要
介
護
認
定
者
に
は
、
洗
い
場
床
に

置
く
洗
面
器
を
前
か
が
み
で
の
使
用
は
腰

に
負
担
が
か
か
り
大
変
使
い
づ
ら
い
も
の

で
す
。
市
で
は
住
宅
改
修
上
乗
せ
助
成
制

度
が
あ
り
ま
す
が
、
ま
ち
づ
く
り
の
基
本

目
標
に
「
高
齢
者
と
障
害
の
あ
る
方
の
福

祉
の
推
進
」
を
掲
げ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
安
全
で
住
み
や
す
い
住
ま
い
に
す
る

た
め
に
も
、
洗
面
台
設
置
を
本
市
独
自
の

助
成
制
度
の
項
目
に
加
え
て
い
た
だ
き
た

い
。Ａ

健
康
福
祉
部
長
●
市
が
実
施
し

て
お
り
ま
す
上
乗
せ
助
成
に
つ

き
ま
し
て
は
、
県
の
助
成
制
度
に
準
じ
て

実
施
し
て
お
り
、
20
万
円
を
超
え
る
リ

フ
ォ
ー
ム
工
事
に
対
し
て
、
生
活
保
護
世

帯
及
び
住
民
税
非
課
税
世
帯
を
対
象
に
、

最
大
１
０
０
万
円
ま
で
の
助
成
を
行
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
入
浴
に
関
す
る
支
援

に
つ
い
て
は
、
手
す
り
の
設
置
や
段
差
の

解
消
等
の
住
宅
改
修
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
福
祉
用
具
の
入
浴
補
助
用
具
の
給
付

や
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
や
入
浴
車
に
よ
る

入
浴
の
介
助
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
の
入
浴

等
の
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
以
上
の
給
付
対
象
の

拡
大
に
つ
い
て
は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

次
期
学
習
指
導
要
領
に
つ
い
て

Ｑ
２
０
２
０
年
以
降
に
実
施
さ
れ

る
小
中
学
校
の
次
期
学
習
指
導

要
領
で
は
、
小
学
５・
６
年
で
初
め
て
教

科
と
な
る
英
語
で
は
活
字
体
験
を
学
び
、

簡
単
な
表
現
で
や
り
取
り
す
る
能
力
を
身

に
着
け
る
こ
と
を
目
標
に
設
定
す
る
一

方
、
授
業
時
間
増
加
に
対
応
す
る
た
め
短

時
間
授
業
や
夏
休
み
短
縮
な
ど
の
実
施
を

提
言　
と
あ
り
ま
す
が
本
市
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ
教
育
長
●
５・
６
年
生
で
も
外
国

語
活
動
か
ら
外
国
語
科
へ
と
教

科
に
な
り
、
年
35
時
間
、
授
業
時
間
が
増

え
る
こ
と
に
な
り
、
学
校
長
の
意
見
も
聞

き
な
が
ら
、
対
応
し
て
ま
い
り
た
い
。
本

市
に
お
い
て
は
平
成
13
年
度
か
ら
小
学
校

に
２
名
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
を
配
置
し
、
授
業
の
充

実
に
努
め
て
き
ま
し
た
。
こ
の
度
の
改
訂

で
英
語
が
教
科
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
小

学
校
か
ら
中
学
校
へ
と
一
貫
し
た
学
び
が

一
層
重
視
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の

で
、
平
成
32
年
度
の
全
面
実
施
に
向
け
、

英
語
能
力
の
向
上
の
た
め
、
本
格
的
に
準

備
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
。

「
防
災
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
の
内
容

に
つ
い
て

Ｑ
２
０
１
５
年
版
防
災
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
、
く
ら
し
の
情
報
ガ
イ
ド

タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
等
で
、
災
害
に
備
え
る
・
災

害
が
起
こ
っ
た
ら
・
ど
こ
に
避
難
し
た
ら
い

い
の
か
、
な
ど
の
情
報
に
は
地
域
の
危
険
度

マ
ッ
プ
な
ど
詳
し
い
内
容
が
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
が
い
ず
れ
の
情
報
誌
に
お
い
て
も
、

全
体
的
に
文
字
が
小
さ
く
、
イ
ラ
ス
ト
も

少
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。
次
回
改
訂
版

で
は
、
避
難
所
共
通
ル
ー
ル
も
ハ
ン
ド
ブ
ッ

ク
に
記
載
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

Ａ
市
長
●
「
防
災
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」

は
防
災
に
関
す
る
情
報
に
つ
い
て
、

「
災
害
情
報
の
入
手
」
や
「
家
庭
に
お
け
る

備
え
」
な
ど
９
項
目
に
分
類
し
、
い
つ
で
も

手
軽
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
必
要
最

小
限
の
情
報
に
ま
と
め
て
あ
り
、
ま
た
、
特

に
重
要
な
事
項
で
あ
り
ま
す
地
震
や
火
災

発
生
時
の
行
動
、
さ
ら
に
は
応
急
手
当
、
心

肺
蘇
生
の
方
法
な
ど
人
命
に
関
わ
る
こ
と

に
つ
き
ま
し
て
は
、
イ
ラ
ス
ト
や
写
真
つ
き

で
わ
か
り
や
す
く
掲
載
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
こ
れ
ま
で
も
様
々
な
皆
様
の
ご
意
見

を
取
り
入
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、今
後
も
、

よ
り
一
層
わ
か
り
や
す
い
「
防
災
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
」に
な
る
よ
う
考
え
て
ま
い
り
た
い
。

一般質問のページは、各議員の
文責により編集されています。

一般質問のページは、各議員の
文責により編集されています。

一般質問を動画でご覧いただけます。
　※二次元コードは機種によりご利用いただけない場合があります。
　　PCからは、　https://goo.gl/9Bp8Pj

一般質問を動画でご覧いただけます。
　※二次元コードは機種によりご利用いただけない場合があります。
　　PCからは、　https://goo.gl/TS6hea
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一般質問 一般質問

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ク
ル
の
導

入
を
検
討
せ
よ

Ｑ
自
転
車
活
用
推
進
法
が
今
年
５

月
に
施
行
さ
れ
た
。
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
サ
イ
ク
ル
と
は
、
市
内
に
い
く
つ
も

の
自
転
車
の
共
同
利
用
の
た
め
の
貸
し
出

し
拠
点
を
整
備
し
、
利
用
者
が
ど
こ
で
で

も
返
却
で
き
る
と
い
う
交
通
手
段
で
あ

る
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
っ
テ
ィ
に
加

え
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ク
ル
の
導
入

を
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

Ａ
市
長
●
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
っ

テ
ィ
は
、
45
分
で
周
回
し
て
い
る

た
め
、
目
的
地
に
ま
で
多
少
時
間
が
か
か

る
場
合
も
あ
る
。
こ
の
課
題
を
解
決
す
る

方
法
の
一
つ
と
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
の
っ
テ
ィ
の
結
節
点
や
主
要
な
公
共
施

設
で
自
転
車
を
貸
し
出
し
し
、
ど
こ
で
で

も
返
却
で
き
れ
ば
、
移
動
手
段
が
多
様
化

し
、
よ
り
本
市
の
コ
ン
パ
ク
ト
感
を
実
感

し
て
い
た
だ
け
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
文
化
交
流
拠
点
施
設
が
開
業
し
、

地
域
中
心
交
流
拠
点
施
設
の
整
備
が
完
了

す
れ
ば
、
市
外
か
ら
の
来
訪
や
観
光
で
お

見
え
に
な
る
方
々
も
増
え
、
こ
れ
に
自
転

車
な
ど
の
移
動
手
段
が
増
え
れ
ば
、
賑
わ

い
が
さ
ら
に
市
内
に
広
が
る
も
の
と
期
待

さ
れ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
コ
ミ
ュ

Ｑ
公
立
保
育
園
の
保
育
士
の
勤
務

状
況
は
把
握
し
て
い
る
と
思
う

が
、
長
時
間
勤
務
や
サ
ー
ビ
ス
残
業
は
な

い
か
。
ま
た
、
法
人
保
育
園
の
保
育
士
に

つ
い
て
は
把
握
し
て
い
る
の
か
。
し
て
い

な
い
の
で
あ
れ
ば
調
査
し
、
問
題
が
あ
れ

ば
是
正
を
促
せ
。

Ａ
健
康
福
祉
部
長
●
公
立
保
育
園

に
つ
い
て
は
長
時
間
勤
務
や
法

令
違
反
と
な
る
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
残
業
の

報
告
は
受
け
て
い
な
い
。
法
人
保
育
園
に

つ
い
て
も
、
労
働
条
件
・
労
働
環
境
の
確

保
に
つ
い
て
は
十
分
担
保
さ
れ
て
い
る
と

考
え
る
。
長
時
間
労
働
な
ど
の
相
談
は
現

在
の
と
こ
ろ
な
い
が
、
そ
の
よ
う
な
情
報

が
あ
れ
ば
調
査
を
検
討
し
た
い
。

学
校
看
護
師
の
配
置
の
拡
大
に

つ
い
て

Ｑ
昨
年
、
公
立
小
中
学
校
に
看
護
師

を
配
置
す
る
国
の
補
助
事
業
が

創
設
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
本
市
で
も
補

正
予
算
に
看
護
師
の
人
件
費
が
計
上
さ
れ

た
。
し
か
し
、
中
身
は
週
に
一
日
程
度
の

派
遣
と
い
う
こ
と
で
、
保
護
者
の
負
担
は

ま
だ
ま
だ
大
き
い
。
金
沢
市
で
は
現
在
、

医
療
的
ケ
ア
が
必
要
な
児
童
生
徒
が
４
名

い
る
中
で
、
８
名
の
看
護
師
を
雇
用
し
て

対
応
し
て
い
る
。
本
市
で
も
、
終
日
看
護

ニ
テ
ィ
サ
イ
ク
ル
や
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
の

導
入
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
可
能
性
調
査

を
行
い
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、
試
験

実
施
を
目
指
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

自
転
車
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
計
画
の

基
本
方
針
を
示
せ

Ｑ
自
転
車
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
計
画
と

は
、
安
全
で
快
適
な
自
転
車
通
行

空
間
を
効
果
的
に
整
備
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
自
転
車
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
路
線
を
選
定

し
、
自
転
車
専
用
通
行
帯
や
車
道
混
在
と

い
っ
た
路
線
の
整
備
形
態
等
を
示
し
た
計

画
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
策
定
す
る
本
市
の

自
転
車
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
計
画
は
、
ど
の
よ

う
な
基
本
方
針
な
の
か
。

師
が
常
駐
す
る
よ
う
な
支
援
が
必
要
と
考

え
る
。

Ａ
教
育
文
化
部
長
●
保
護
者
か
ら

は
現
状
よ
り
少
し
で
も
手
厚
い

支
援
を
し
て
ほ
し
い
と
い
う
要
望
も
い
た

だ
い
て
い
る
。
対
象
と
な
る
子
ど
も
が
安

心
し
て
学
校
生
活
を
送
り
、
さ
ら
に
保
護

者
の
負
担
軽
減
が
図
ら
れ
る
よ
う
考
え
て

い
き
た
い
。
ま
た
、
金
沢
市
の
実
態
も
踏

ま
え
て
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
研
究
し
考

え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

結
婚
支
援
に
つ
い
て

Ｑ
今
年
の
議
会
３
月
定
例
会
に
お

い
て
、
本
市
の
総
合
基
本
計
画
の

中
の
結
婚
に
対
す
る
取
り
組
み
が
弱
い
と

い
う
質
問
を
し
た
。
金
沢
工
業
大
学
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
デ
ザ
イ
ン
Ⅱ
の
研
究
テ
ー
マ
と

し
て
支
援
策
を
提
案
す
る
と
い
う
答
弁
を

い
た
だ
い
た
。
く
し
く
も
、
９
月
10
日
の

新
聞
に
、
県
内
で
結
婚
支
援
事
業
を
実
施

し
て
い
な
い
の
が
、
野
々
市
・
珠
洲
・
川

北
・
内
灘
の
４
市
町
で
あ
る
と
報
道
さ
れ

た
。
金
沢
工
業
大
学
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
デ
ザ

イ
ン
Ⅱ
と
の
連
携
は
ど
こ
ま
で
進
ん
で
い

る
の
か
、
進
捗
状
況
や
具
体
的
な
支
援
策

を
伺
う
。

Ａ
市
長
●
本
年
４
月
に
地
域
連
携

テ
ー
マ
の
一
つ
と
し
て
、
市
の
状

今後、可能性調査を行い、その結果を
踏まえて、試験実施を目指したい

馬場 弘勝 議員

Ａ
市
長
●
大
学
連
携
制
度
を
活
用

し
、
策
定
作
業
に
必
要
な
自
転
車

交
通
の
ア
ン
ケ
ー
ト
や
、
自
転
車
関
連
事

故
に
関
す
る
調
査
を
、
昨
年
度
と
今
年
度

の
２
箇
年
に
渡
り
、
金
沢
工
業
大
学
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
デ
ザ
イ
ン
Ⅱ
の
研
究
テ
ー
マ
と

し
て
実
施
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
資

料
を
活
用
し
、
今
後
は
本
市
に
お
い
て
、

自
転
車
交
通
量
調
査
や
現
地
踏
査
な
ど
も

行
い
、「
本
市
の
交
通
事
情
に
応
じ
た
、

安
全
で
快
適
に
移
動
で
き
る
」
こ
と
を
基

本
方
針
と
し
、
策
定
し
た
い
。

災
害
時
に
お
け
る
受
援
計
画
を

策
定
し
、
訓
練
を
実
施
せ
よ

Ｑ
災
害
時
に
は
、
様
々
な
枠
組
み
に

よ
る
支
援
の
全
体
像
を
把
握
し
、

人
的
・
物
的
支
援
の
効
率
的
な
配
置
・
配

分
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
業
務
担
当

窓
口
と
は
別
に
「
受
援
班
」
を
組
織
内
に

明
確
に
位
置
付
け
、
本
市
の
実
情
に
合
わ

せ
た
受
援
計
画
を
策
定
し
、
訓
練
を
実
施

し
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

Ａ
市
長
●
現
在
、
石
川
県
が
受
援
計

画
を
策
定
中
で
あ
る
。
今
後
、
県

の
計
画
等
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
本
市
の

受
援
計
画
の
策
定
や
、
そ
の
計
画
に
基
づ

く
訓
練
の
実
施
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

況
に
合
っ
た
結
婚
支
援
に
つ
い
て
研
究
を

お
願
い
し
た
。
近
隣
市
町
に
比
べ
未
婚
率

が
高
く
、
学
生
が
多
い
こ
と
な
ど
、
本
市

の
特
色
を
踏
ま
え
た
新
し
い
発
想
を
期
待

し
た
。
最
終
的
に
８
月
に
報
告
を
受
け
た

研
究
内
容
で
は
、
市
内
で
実
施
さ
れ
た
結

婚
支
援
イ
ベ
ン
ト
の
調
査
や
、
若
者
へ
の

意
識
調
査
な
ど
の
分
析
を
行
っ
た
も
の

で
、
そ
の
結
果
を
も
と
に
提
案
さ
れ
た
も

の
が
、
学
生
を
対
象
と
し
た
男
女
の
交
流

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
だ
っ
た
。
ま
ず
は
、
こ

の
提
案
内
容
を
十
分
参
考
に
大
学
と
連
携

し
、
若
い
世
代
に
結
婚
を
意
識
さ
せ
る
イ

ベ
ン
ト
の
企
画
を
検
討
し
、
今
後
は
よ
り

広
域
的
に
若
者
の
出
会
い
の
機
会
拡
大
に

つ
な
げ
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
防
災
対
策
に
つ
い
て

Ｑ
北
海
道
千
歳
市
で
は
、
災
害
時
に

最
低
限
必
要
な
防
災
資
機
材
を

23
品
目
選
定
し
、
各
町
内
会
に
配
布
し
て

い
る
。
こ
の
取
り
組
み
を
参
考
に
、
本
市

で
も
配
布
す
べ
き
と
考
え
る
。

Ａ
総
務
部
長
●
本
市
に
は
、
防
災
資

機
材
を
購
入
す
る
に
当
た
っ
て
、

そ
の
経
費
の
一
部
を
助
成
す
る
制
度
が
あ

る
。
今
後
も
現
在
の
制
度
で
運
用
し
て
い

き
た
い
。

相談があれば調査を検討したい

保育士の労働環境を調査し、
問題があれば是正を促せ

基本理念 自転車活用推進法の概要
（平成 29年 5月 1日　施行）

1． 自転車は、二酸化炭素等を発生せず、災害時において機
動的

2． 自転車依存の低減により、健康増進・交通混雑の緩和等、
経済的・社会的な効果

3． 交通体系における自転車による交通の役割の拡大
4．交通安全の確保

自転車の活用を総合的・計画的に推進

コミュニティサイクルの導入を
検討すべきではないか

一般質問のページは、各議員の
文責により編集されています。

一般質問のページは、各議員の
文責により編集されています。

一般質問を動画でご覧いただけます。
　※二次元コードは機種によりご利用いただけない場合があります。
　　PCからは、　https://goo.gl/CCNwrP

一般質問を動画でご覧いただけます。
　※二次元コードは機種によりご利用いただけない場合があります。
　　PCからは、https://goo.gl/7M47gU

西本 政之 議員
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一般質問 一般質問

備
品
の
見
直
し
、
被
災
地
で
の
健
康
管
理

や
相
談
業
務
で
の
経
験
が
本
市
の
地
域
福

祉
計
画
へ
反
映
さ
れ
た
。
今
年
の
防
災
訓

練
の
課
題
は
現
在
洗
い
出
し
を
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

新
た
な
住
宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ

ト
制
度
に
つ
い
て

Ｑ
空
き
家
対
策
に
は
、
担
当
課
の
枠

を
超
え
た
横
断
的
な
組
織
づ
く

り
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

Ａ
総
務
部
長
●
空
き
家
等
の
利
活

用
に
つ
い
て
は
住
宅
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
制
度
の
改
正
に
伴
い
住
宅
支

援
の
強
化
が
図
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ

か
ら
研
究
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

指
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ
通
学
路
に
お
け
る
児
童
生
徒
の

安
全
確
保
に
つ
い
て
は
、
状
況
は

常
に
変
化
し
て
き
て
お
り
、
継
続
し
て
安

全
確
保
に
取
り
組
ん
で
い
く
た
め
の
重
要

な
課
題
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

　
そ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
野
々
市
市
通
学

路
交
通
安
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ
い
た
通

学
路
の
児
童
生
徒
を
守
る
安
全
点
検
と
対

策
に
つ
い
て
、
今
後
の
考
え
方
と
計
画
に

つ
い
て
、
粟
市
長
の
ご
所
見
を
伺
う
。

Ａ
野
々
市
市
通
学
路
交
通
安
全
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
が
、
平
成
26
年

度
か
ら
通
学
路
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め

に
、
学
校
の
み
な
ら
ず
、
地
域
や
道
路
管

理
者
、
警
察
な
ど
関
係
機
関
が
連
携
し
て

継
続
的
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
て
い

る
。
今
年
度
も
８
月
ま
で
に
合
同
安
全
点

検
を
終
え
て
お
り
、
９
月
末
に
通
学
路
安

全
推
進
協
議
会
で
対
策
を
検
討
す
る
予
定

と
し
て
い
る
。

　
今
後
も
こ
れ
ま
で
の
対
策
の
実
施
状
況

と
効
果
を
適
切
に
把
握
し
、対
策
の
改
善
、

充
実
の
検
討
な
ど
、
通
学
路
の
安
全
確
保

に
向
け
た
継
続
的
な
取
り
組
み
を
行
う
と

と
も
に
、
区
画
整
理
事
業
な
ど
に
伴
う
道

路
事
情
の
変
化
や
車
の
流
れ
の
変
化
の
あ

る
箇
所
に
つ
い
て
は
、
特
に
き
め
細
か
く

対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ま
す
。
今
後
、
国
や
県
、
関
係
団
体
の
意

向
も
踏
ま
え
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。
差

別
の
な
い
や
さ
し
い
社
会
と
な
る
施
策
に

つ
い
て
は
積
極
的
に
取
り
入
れ
た
い
と
思

い
ま
す
。

い
じ
め
相
談
を
ネ
ッ
ト
発
信
で

自
殺
防
止
を

Ｑ
本
市
の
い
じ
め
・
自
殺
防
止
対

策
、
特
に
夏
休
み
明
け
の
現
状
と

今
後
の
対
策
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

Ａ
教
育
長
●
本
市
で
は
、
本
年
２
月

に
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
を
策

定
し
ま
し
た
。
今
年
度
に
入
っ
て
既
に
解

決
さ
れ
た
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
夏
季
休

業
明
け
の
現
在
も
経
過
観
察
を
行
っ
て
い

ま
す
。
今
後
も
早
期
発
見
、
早
期
対
応
に

努
め
、
児
童
生
徒
の
悩
み
が
深
い
場
合
は

保
護
者
と
連
携
し
な
が
ら
迅
速
な
対
応
が

重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

全
国
各
地
の
大
規
模
災
害
に

職
員
の
派
遣
を

Ｑ
大
規
模
な
自
然
災
害
現
場
に
職

員
を
派
遣
す
る
意
義
と
今
年
の

防
災
訓
練
等
の
結
果
か
ら
、
今
後
の
課
題

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

Ａ
総
務
部
長
●
職
員
の
被
災
地
で

の
体
験
が
、
避
難
所
に
配
備
す
る

　
駅
南
口
広
場
に
は
先
人
の
皆
様
方
に
よ

る
駅
整
備
の
沿
革
を
示
し
た
石
碑
が
あ

り
、
改
め
て
当
時
の
ご
苦
労
に
深
く
感
謝

す
る
も
の
で
あ
る
。

　
そ
の
後
の
本
市
の
発
展
に
は
、
野
々
市

駅
の
存
在
が
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
こ
と

は
皆
様
ご
承
知
の
と
お
り
で
あ
り
こ
う
し

た
こ
と
か
ら
も
、
請
願
駅
の
誕
生
の
経
過

は
後
世
に
語
り
継
ぐ
べ
き
大
変
意
義
あ
る

も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
趣
旨
か
ら
、
Ｊ
Ｒ
野
々
市

駅
50
周
年
を
迎
え
る
に
当
た
っ
て
は
、
既

に
地
元
町
内
会
か
ら
記
念
事
業
を
行
い
た

い
と
い
う
ご
要
望
も
い
た
だ
き
、
Ｊ
Ｒ

野
々
市
駅
の
歴
史
を
次
の
世
代
に
伝
え
た

い
と
い
う
思
い
が
、
ま
さ
に
市
民
の
皆
様

か
ら
沸
き
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
を
大
変
う

れ
し
く
思
っ
て
い
る
。

　
地
元
で
は
、
既
に
花
と
緑
の
の
い
ち
椿

ま
つ
り
と
合
わ
せ
て
盛
大
に
記
念
事
業
を

開
催
で
き
る
よ
う
、
実
行
委
員
会
を
組
織

化
す
る
準
備
を
進
め
ら
れ
て
い
る
と
聞
い

て
い
る
が
、
市
と
し
て
も
で
き
る
限
り
の

協
力
、
支
援
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
る
。
こ
の
取
り
組
み
を
契
機
に
、
Ｊ
Ｒ

野
々
市
駅
の
50
年
の
歴
史
を
振
り
返
る
と

と
も
に
、
こ
れ
か
ら
の
駅
周
辺
の
活
性
化

を
市
民
の
皆
様
と
と
も
に
考
え
、
市
民
協

働
の
舞
台
と
し
て
、
さ
ら
な
る
発
展
を
目

東京発の「ヘルプカード」で
外から見えない障害をカードで可視化
「心のバリアフリー」社会の推進

　
　
　
　
　
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
の
推
進

Ｑ
今
年
３
月
政
府
は
、
７
月
よ
り
ピ

ク
ト
グ
ラ
ム
（
絵
文
字
）
の
国
内

〄
規
格
に
追
加
を
決
め
ま
し
た
。
本
市
の

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

Ａ
市
長
●
保
護
者
が
作
成
し
た
人

と
人
が
支
え
合
っ
て
い
る
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
マ
ー
ク
が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て
石

川
県
で
は
こ
の
カ
ー
ド
の
普
及
を
県
の
公

報
で
周
知
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
本
市

で
も
、
県
の
趣
旨
に
賛
同
し
、
カ
ー
ド
の

案
内
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
窓
口
に
設
置
し
、

障
が
い
者
手
帳
を
交
付
す
る
際
や
更
新
時

に
周
知
を
図
っ
て
い
る
所
で
あ
り
ま
す
。

東
京
都
が
作
成
し
た
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
は
内

部
障
害
等
外
見
で
は
わ
か
り
に
く
い
障
害

を
お
持
ち
の
方
に
配
慮
し
た
も
の
で
あ
り

Ｑ
Ｊ
Ｒ
野
々
市
駅
が
供
用
開
始
さ

れ
て
50
周
年
を
迎
え
る
に
当
た

り
、
地
域
住
民
の
多
大
な
努
力
に
よ
っ
て

本
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
発
展
の
礎
に
な
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
振
り
返

り
、
こ
れ
を
機
に
、
市
民
協
働
の
原
点
と

も
言
う
べ
き
こ
の
事
業
を
子
ど
も
た
ち
や

次
の
世
代
に
語
り
継
い
で
い
く
こ
と
が
本

市
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
最
上
位
の
計

画
で
あ
る
第
一
次
総
合
計
画
に
も
あ
る

「
市
民
協
働
の
意
識
の
醸
成
」
に
も
つ
な

が
る
も
の
と
考
え
る
。

　
来
年
３
月
25
日
の
Ｊ
Ｒ
野
々
市
駅
開
業

50
周
年
と
い
う
節
目
の
年
を
迎
え
、
Ｊ
Ｒ

野
々
市
駅
開
業
ま
で
の
苦
節
の
思
い
を

し
っ
か
り
と
記
念
事
業
な
ど
を
通
し
て
後

世
に
伝
承
し
て
い
く
こ
と
が
、
本
市
民
の

地
域
に
誇
り
と
愛
着
を
持
つ
こ
と
に
つ
な

が
っ
て
い
く
と
考
え
る
が
、
粟
市
長
の
ご

所
見
を
伺
う
。

Ａ
放
現
在
の
Ｊ
Ｒ
野
々
市
駅
は
、
昭

和
30
年
代
か
ら
、
当
時
の
日
本
国

有
鉄
道
に
対
し
て
、
地
元
住
民
の
皆
様
を

中
心
に
全
町
一
丸
と
な
っ
て
働
き
か
け
て

誕
生
し
た
請
願
駅
で
あ
る
。
こ
の
野
々
市

駅
の
設
置
は
、
当
時
の
野
々
市
町
と
地
元

町
内
会
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
だ
、

ま
さ
に
市
民
協
働
の
先
駆
け
と
も
言
え
る

も
の
で
あ
る
。

石川県では「能登半島地震」を契機に石川県肢体不自
由児協会が作成（保護者のデザイン 平成29年9月現在）

JR 野々市駅 50周年を迎えるに当たり、地元の要望に応え、盛大に
記念事業を開催できるようできる限りの協力、支援をしていきたい

来年３月のＪＲ野々市駅開業 50周年の節目を迎え、
開業の苦労や思いを後世に伝える記念事業の予定は？

安原 透 議員

石川県では、平成19年３月の能登半島地震を契機に
ヘルプカードを石川県肢体不自由児協会が作成し、
本市でも、賛同し周知を図っている

　
　
　
　
　

一般質問のページは、各議員の
文責により編集されています。

一般質問のページは、各議員の
文責により編集されています。

一般質問を動画でご覧いただけます。
　※二次元コードは機種によりご利用いただけない場合があります。
　　PCからは、　https://goo.gl/W94Qx4

一般質問を動画でご覧いただけます。
　※二次元コードは機種によりご利用いただけない場合があります。
　　PCからは、　https://goo.gl/BpSE6T

大東 和美 議員
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々
市
市
議
会　
　
☎（
０
７
６
）２
２
７
―
６
１
４
１

〒
９
２
１
―
８
５
１
０　
石
川
県
野
々
市
市
三
納
一
丁
目
１
番
地

■
編
集
：
議
会
広
報
委
員
会

議
会
だ
よ
り
　
15
号　
平
成
29
年
11
月
発
行

▼
期
間　
12
月
５
日（
火
）〜

　
　
　
　

12
月
21
日（
木
）17
日
間

▼
開
会　
５
日（
火
）午
前
10
時

▼
一
般
質
問

　

12
日（
火
）・
13
日（
水
）両
日
と
も

　

午
前
９
時
30
分
か
ら

▼
予
算
決
算
常
任
委
員
会

　
14
日（
木
）・
20
日（
水
）午
前
10
時
か
ら

▼
総
務
産
業
常
任
委
員
会

　

15
日（
金
）午
前
10
時
か
ら

▼
教
育
福
祉
常
任
委
員
会

　

18
日（
月
）午
前
10
時
か
ら

▼
閉
会　
21
日（
木
）午
後
２
時
か
ら

平
成
29
年
12
月
定
例
会
の

日
程
が
決
ま
り
ま
し
た

議会傍聴に記名が不要となりました。
お気軽に傍聴をお願いします

館野小学校の
6年生が 議会を体験

　子ども憲章の制定以来、子ども議会が開催されていますが、これで市内小学校５校全校での実施を終えま
した。各小学校の児童からは良かった、まちづくりへの理解が深まったなどの感想をいただいています。
　市議会では、次年度以降の展開に向け議会運営委員会などの場で、これまでの実施内容の反省も踏まえた
うえで、より子どもたちが議会や市政に興味・関心を持っていただけるような内容・手法を検討していきます。

　私たちは、子ども憲章第１章に「自分から元気よく
笑顔であいさつができる」と定められているとおり、
あいさつ 100 点満点の館野小学校を目指しています。
　館野小学校では、たくさんの人に自分から挨拶する
ことを大切にしています。

　みんなの役に立つ行動ができるようにな
るために、委員会活動に取り組んでいます。
　野々市市をより綺麗にするために、街ぐ
るみ美化清掃の回数をもっと増やせません
か。

　私たちの学校では、全校
で読書をする取り組みや、
「ののいち読書 100 選」を
全学年に用意するなどの取
り組みを行っています。
　新しい市立図書館の特徴
や、今ある図書館との違い
を教えて下さい。

　思いやりの心を持ち、人と人とのつなが
りを大切にすることを目指し、２つの学年
がペアとなって活動する取り組みを行って
います。
　相手に感謝を伝える「キラキラ言葉デ―」
を月一回設定してはどうかと提案します。

　地域の伝統を大切にするた
めにも、市の伝統を学べる
スクールを開催してはどうで
しょうか。
　また市内の歴史を学ぶため
にスタンプラリーを開催して
はどうでしょうか。

※下記の質問は子ども議員の質問
　からの抜粋です。


